
 謹啓 初夏の候 衣替えの時季を迎え、道行く人々の装いにも夏らしさが感じられるころとなり

ました。 

平素より法人事業に対しまして、ご支援ご協力賜りまして心より御礼申し上げます。 

こども家庭庁が設立されて 2 年、今後の社会的養護の方向性は大きく転換しようとしています。国

は子どものパーマネンシーの保障の原則の下、「子どもが家族や親族と一緒に永続的な養育環

境で育つ事を最優先」として「地域で育てる」ための地域福祉の施策が拡充され、社会的養護で

は生活環境の継続性、永続性を重視し子どもの安定的なケアを保障する里親委託推進へと大きく

舵がきられています。   

若草園は平成 20 年、夢と希望を膨らませ四国で初の全ホーム小規模養育(家庭的養育)へと

踏み切り、子どもたちと寝食を共にして「観える生活」「集団から個々への支援」を大切にする養育

を実践して参りました。現在、子ども人口減少も影響して児童数も少なくなりましたが、今いる子ども

たちの笑顔と成長を守り「自分らしく生き生きと暮らせる」場所や生活を提供できるように精進して参り

ます。 

また私たちに課せられた地域支援、里親支援、自立支援等も、それぞれの支援が対象者の

方の力添えとなれるよう励んで参ります。 

筆末となりましたが、本年も変わらぬご厚情賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

                                                      

現在入所児童数 24／入所定員 36            題字：西久子初代園長（若草園創立 1957〔S32〕.7.1） 
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育児相談窓口 
児童家庭支援センター 

わかくさ 

☎

お別れ遠足 
入田の河川敷でBBQとゲ
ームをして楽しみました 
お天気もよく子ども達は
広い川原を走り回ってい
ました 

        令和７年(2025年)６月26日発行  

       機関誌『わかくさ』 第71号 

 

児童養護施設 若 草 園 
787-0155高知県四万十市下田2211 

Tel(0880)33-0247  Fax(0880)33-0518 

https://wakakusaen.holy.jp/    

発行：福留久美、編集：田中貴実子 小島かをり 



卒園式 
 今年度も卒園式が行なわれ、多

くの関係者に見守られる中、1名

の子どもが巣立ちを迎えました。 

入学式 
今年は3名の中学生と 

3名の高校生がそれぞれ

の学校へ入学しました。 

 

ひな祭り 
桃の花の持つ生命力や華やか

さ、雛人形の優雅さは、春の訪

れや家族の幸せを願う意味が

込められています。 

黒潮町Ｔシャツアート展 

公式ホームページより 

 

ホーム活動 
長期の休みや少し長い休みにな

ると、各ホームでお出かけしま

す。たまには他のホームと一緒に

行く事もあります。 

 

 

                                          この１年間、常勤職員28名、非常勤職
員７名、計35名で子ども達の養育や地域
支援に取り組んで参ります。   

（5月現在） 

Ａホーム             Ｂホーム           Ｃホーム 

平野ホーム（分園）             具同ホーム（地域小規模児童養護施設）    調理     

フリー                       

若草園の
運営理念 

児童家庭支援センターわかくさ 

岡﨑光子   有友沙希   谷美紀 
主任       相談員       相談員 
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森田涼子   上岡新汰  野村知聖 濵田光里  横井義順   井上菜々 久保里奈  橋田きし子  渡邊誠大 

岩井愛   浜﨑一途    田中由美子 
              具同･平野･フリー 

吉永直子  横山智也  熊岡己貴 上岡稔子  尾崎久美子 
栄養士     調理補助 

森田佳代   所谷英    田野ひなり  江口千夏   沼原良哉    小島かをり   田中貴実子 
主任          主任                         心理士         一時保護対応     相談員 
家庭支援        個別対応                                他非常勤５名 

里親支援専門相談員 

事務 

福留久美    瀬戸雅弘    寺田知子 
施設長                若草園を支える会事務局 

まど 

若草園の
様子 

＊地域の子育て支援
の充実と、虐待予防、
防止等に対応し地域
福祉に貢献する。               

＊敬神愛人の精神を 
基盤にした養育をして、 
児童の心身共に健全な 
成長をはかり家庭復帰・
社会的自立をめざす。 

友人と一緒に 

卒園式の後はお祝いの会食です。

職員手作りのお料理が並びます。  

子ども達や職員からの 

出し物もあります。 

Ｔシャツアート展に 

行ったはずが、子どもも 

大人も海に夢中^^/ 

真剣にゴール
を狙って!！ 

集
中

し
て
ま

す 

為松公園で夜桜

を見てきました 



  



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高知市にある協和製機（株）様に、職場見学に高校生 4 名と
行ってきました。協和製機（株）には昨年若草園を卒園した、
Ｉさんが就労中です。Ｉさんより、この 1 年間の経験として、
作業内容や生活の事等、色々な話をしてもらい、たくさんの刺
激をもらった 4 名の高校生男子でした。 
 協和製機（株）をはじめ、協和運輸、日新砕石（株）、泰豊運
輸（有）、それぞれに案内して頂き、業務内容の説明も担当の
方からしてもらい、今回お話を頂いたたくさんの情報が、これ
からの進路を考える上で、良い刺激になったのではないかと思
います。 
 これからも、自立のお手伝いさせてもらいながら、社会へ出
る準備を一緒にしていきたいと思います。 
                  自立支援担当 岡﨑 

自立後に大事な事も、たくさん知

ることができました。これから生

きていく中で「時間を守ること」

「目上の人には敬語を使うこと」

を意識して生きていきたいです。 

       高 2 Ａ君 

今回の見学を通して自分の興味の

あることや、やりたい仕事を見つけ

るいい機会になりました。高 2Ｂ君 

先輩の話しで職場の方が優しく親切で

働きやすいと聞き、僕も卒園したら、協

和製機（株）に就職したいと思います。

そのために今は、学業や部活に励み、ぜ

ひ入社して欲しいと思って頂けるよう

に努力したいと思います。 高 2Ｃ君 

僕が一番興味を持ったのは、ダンプや重

機の仕事ができる協和運輸です。大型ダ

ンプや重機などを操縦する技術を身に付

け、専門的な資格を取りたいと、今回の職

場見学で実感しました。  高 3Ｄ君 

 先日はお忙しい中、弊社までお越しいただき、誠にありがとうございました。 
 限られた時間ではございましたが、弊社の業務内容や職場の雰囲気など、少しで

もお伝えすることができたら幸いです。 
 お礼状を拝見し、若草園の皆様が見学を通して何かを感じ取ってくださった事を

知り、大変嬉しく思っております。 
 此度の見学が、進路選択の一助となれば、幸いです。 

協和製機（株）様より 


